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【研究活動の要約】 

京都府内には様々な「名産品」があります。が、その陰で、必ず膨大な「廃棄物」が出ます！ 

この研究では、府内各所の名産品の陰にある廃棄物や、京都府各所の土、竹、藁、葦などほかすモン

をアップグレードすることで、コウゾなどの墨の黒色だけではなく、牡蠣殻の白、抹茶の緑、茶殻の茶、

赤土の朱など様々な“いろどり”を生み出し、独自手法で新しい京の表現を実現する、という府全域を

対象とする新しい地域貢献を目指しています。 

そこで、古くからある「つちえのぐ」に学び、さまざまないろどりを、最近若い女性を中心に人気の

ある、これも古くて新しい「活版印刷」と組み合わせることで、いろどりを形として表現しました。 

【研究活動の成果】 

この研究では、以下に示す３つのテーマに沿って研究を進めました。 

1. 府内各所の名産物の陰に隠れた「廃棄物」や土、植物を調査・収集・分析する 

2. 様々な廃棄物、土、植物を微粉砕し、新しいいろどり（土絵の具）を創出する 

3. 様々ないろどりを用いて、古きに学ぶ印刷手法を活用し、新しい京を表現する 

「絵手紙」を想像してもらうと、何気ない日常を「絵」として文章に取り込むことで、まさしく目に

浮かぶ「いろどり」を手紙に添えることが可能になります。この時、「絵」として添えられる対象は、

花はもちろんとして、景色だったり、果物だったり、野菜だったり、名産物だったり、それらは、その

ものの「形」だけではなく、実に自然ないろどりを生み出していることに気がつきます。 

この研究では、「土」「牡蠣の殻」「藁」「万願寺唐辛子」「お茶がら」などを「いろどり」の基として、

それらを和紙に漉き込むことや、微粉砕して活版印刷インクにすることで、そのものの「色」をダイレ

クトに「いろどり」として表現する方法について、さまざまな研究を行い、幾つかの成果を得ました。 

【研究成果の還元】 

「参考」ページにも示しましたが、主な成果の還元としては、 

1. 土えのぐと活版印刷のワークショップの開催（8月 12日，13日，14日，京丹波町旧質美小学校） 

2. 世屋和紙（いとをかし）と活版印刷のコラボによる 2022年いろどりこよみの作成と販売 

3. いろどりコースターや、名刺用紙の作成 

など、具体的にいろどりを形にすることで府民の方への還元を行いました。 

【お問い合わせ先】 生命環境科学研究科 高分子材料設計研究室 教授 細矢 憲 

          Tel: 075-703-5444   E-mail: hosoya@kpu.ac.jp 
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